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 原作がノーベル文学賞と聞くと、私はすぐに中国人作家、莫言（モー・イエ

ン）の『赤い高粱』（86年）を思い出すが、本作のそれは、カズオ・イシグロ

氏の同名の1984年のデビュー作だ。『わたしを離さないで』（10年）（『シネマ

26』98頁）も良かったが、さて本作は？ 

2つの時代、2つの舞台を交錯させながら4人の女優陣を中心に展開してい

く物語は複雑だが、聞いていると、どこかヘン！何か辻褄が合わない！なぜ、

そんな話が堂々と語られていくの？ 

近時の邦画は、誰にでもすぐわかる“キラキラ純愛モノ”が多いが、本作は

近年稀にみる重厚作だ。それには、吉田羊と二階堂ふみという2人の女優の存

在感と演技力が大きいが、「戦後80年」の今、そんな重厚な原作の映画化に取

り組んだ石川慶監督のチャレンジ魂に拍手！さらに、脇役ながら、“いい老人”

役を見事に演じた三浦友和の渋い演技にも拍手！ 

─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── * ─── 

■□■カズオ・イシグロ原作×石川慶監督！こりゃ必見！■□■ 

トランプ大統領はノーベル平和賞を狙っているそうだが、私の予想ではそれは無理。そ

れと同じように、なかなかノーベル文学賞に手が届かないのが日本の人気作家村上春樹だ。

そんな村上春樹を尻目に、1989 年にイギリス最高の文学賞であるブッカー賞を、続いて

2017年にノーベル文学賞を受賞したのが、日本とイギリスの2つの世界を代表する小説家

であるカズオ・イシグロだ。彼の『日の名残り』（89年）は知らないが、映画化された『私

を離さないで』（10年）（『シネマ26』98頁）は素晴らしい作品だった。そんなカズオ・イ

シグロの原点ともいえる、1982年に発表し王立文学協会賞を受賞した長編小説デビュー作

品『遠い山なみの光』がついに映画化！ 

遠い山なみの光 

2025年／日本・イギリス・ポーランド映画 
配給：ギャガ／123分 

2025（令和7）年10月20日鑑賞 テアトル梅田 

 

★★★★★ 
監督・脚本：石川慶 

原作：カズオ・イシグロ『遠い山な

みの光』 

出演：広瀬すず／二階堂ふみ／吉田

羊／カミラ・アイコ／柴田理

恵／渡辺大知／鈴木碧桜／

松下洸平／三浦友和 
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他方、本作の監督、脚本、編集をしたのは、日本アカデミー賞最優秀作品賞を含む最多8

部門受賞という快挙を成し遂げた『ある男』（22年）（『シネマ52』180頁）で有名な石川

慶監督だ。そんな両名のコラボと聞けば、こりゃ必見！ 

■□■時代と舞台を異にする4人の女優が登場！■□■ 

2025年 9／23に観た『宝島』（25年）（『シネマ 58』163頁）の当初の時代と舞台は、

終戦直後、1952年の沖縄だった。それと同じように、本作冒頭の舞台は原爆投下後間もな

い1952年の長崎だ。その時代、その舞台に登場する主人公は、会社勤めの夫、緒方二郎（松

下洸平）と2人で暮らす妊娠中の女性、悦子（広瀬すず）。終戦直後の東京（の一部）には

いわゆる“パンパン”があふれ、『東京の花売娘』（46年）や『星の流れに』（47年）等の

流行歌が流行っていたが、遥か遠く離れた都市・長崎にも多くのアメリカ兵がいたらしい。

もっとも、終戦直後に比べれば街は落ち着きを取り戻していたが、世の中が変わろうとし

ている気配もあった。そして同時に、川向こうの森で連続幼児殺害事件が起きるなど、不

穏な空気が漂っていた。そんな中、ある日悦子は、佐知子（二階堂ふみ）と彼女の娘万里

子（鈴木碧桜）と知り合ったが、その後のストーリー展開は如何に？ 

 

 

他方、本作が同時並行的に描くもう1つの時代と舞台は、1982年のイギリスだ。「ママ、

ここに来る前の話を聞かせて。ナガサキのこと」と、ニキ（カミラ・アイコ）は母親の悦

子（吉田羊）の前にレコーダーを・・・。悦子とイギリス人の父の間に生まれ、大学を中

退して作家を目指していたニキは、長崎で原爆を経験し、戦後イギリスへ渡った悦子の激

動の半生を作品にしたいと考えていたらしい。夫に先立たれ、ニキの異父姉である長女の

景子も亡くした悦子は、思い出の詰まった家の売却を決め荷物を整理していたが、ニキに

乞われるままに長崎にいた頃のことを語り始めたが、それは佐知子という女性とその幼い

娘万里子とのひと夏の記憶だった。なるほど、なるほど・・・。 
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■□■４人の女優それぞれの個性と演技に注目！■□■ 

そんな 2つの時代と 2つの舞台に登場し、いかにもカズオ・イシグロの原作らしい主人

公を演じるのは、広瀬すず、二階堂ふみ、吉田羊と、オーディションで選ばれたカミラ・

アイコだから、本作ではとりわけこれら4人の女優陣に注目！ 

まず、新旧のそして日英の悦子を演じる 2 人の女優は、広瀬すずと吉田羊だが、そもそ

も私にはこの 2 人を映画で見る機会自体が少なかった。しかし、広瀬すずは今が旬の若手

を代表する大女優だから、原爆投下直後の原爆症の発症に怯えながらも初産に向けて懸命

に生きようとしている悦子役をキリリとした演技力で表現している。それに対して、NHK

大河ドラマ『光る君へ』（24年）での柔らかい演技が目立っていた吉田羊は、本作でも“受

けの演技”に徹し、何かと突っ込んでくる娘のニキの求めに応じているので、その表現力

に注目！ 

他方、私が新人以来、宮崎あおいに代わる新世代の超演技派女優として注目してきたの

が二階堂ふみ。『ヒミズ』（11年）（『シネマ28』210頁）、『ほとりの朔子』（13年）（『シネ

マ32』115頁）、『渇き』（14年）（『シネマ33』169頁）、『味園ユニバース』（15年）（『シ

ネマ35』未掲載）等々での演技は特筆モノだった。1994年生まれの彼女は、本作でも1952

年という時代状況下では何とも個性的で超前向きな女性、佐知子役を、彼女にしか演じら

れないような演技で見事に表現しているので、それに注目！私は『星の流れに』とともに

大ヒットした、戦後を代表する映画『肉体の門』（64年）が大好きだが、まさに佐知子は、

「こんな女に誰がした」と言いたい女の代表（？）だから、演技派女優、二階堂ふみの役

にピッタリだ。ちなみに、本作のパンフレットのプロダクションノート中の「世界の映画

史に刻まれる 今咲き誇る二大俳優の共演」の中で、石川監督は「二階堂さんは佐知子と

いう存在の、ある“違和感”を芝居の中に落とし込んでくれました。声の質から佇まいま

で、この映画に必要な佐知子の異質さは、脚本や美術、衣装だけでは難しかった。やはり

二階堂さんが持ち込んでくださったものが大きかったと痛感しています」と讃えているの

で、それに注目！ 

なお、ニキ役を演じたカミラ・アイコは本作のためのオーディションで選出された女優

だそうだから、それなりに・・・。 

■□■老人代表（？）の三浦友和は？世代対決の姿に注目！■□■ 

1949年生まれの私は当然戦後の民主主義教育の中で育ったから、平和憲法は正しいもの、

戦前の軍国教育は間違ったもの、という教えと思想の下で育ってきた。しかし、1952 年、

長崎の地で被爆の恐怖に怯えながらも、夫の二郎と共に第一子の誕生を心待ちにしている

悦子が、そんな時代の状況下、180 度の方向転換した日本をどう受け止めていたのかは、

本作からはよくわからない。それに対して、時々福岡から息子二郎の家を訪れてくる、元

長崎の学校の校長だった父親、緒方誠二（三浦友和）は、ゆったりした時間を持てること

になった今、息子の家に長期滞在し、優しく息子夫婦に接していたが、実は・・・？父親
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と息子の世代間対立があるのはいつの時代でも同じだが、本作にみる誠二と二郎のそれは、

表面化していないけれども深刻そうだ。 

他方、世代間対立のみならず、教育者のあり方や戦前教育の否定という形で全面対決す

るのが、戦前（軍事）教育の代表とも言うべき誠二と、かつての誠二の教え子だが、今や

戦後（民主）教育の中核ともいうべき高校教師になっている松田重夫（渡辺大知）の対立

だ。誠二役を演じた三浦友和は、パンフの中のインタビューの中で、「緒方をどういう人物

だととらえられましたか？」の質問に対して、「軍国教育をした一人です。終戦から7年が

経って日本が変わっていく中で、自分のやってきたことは何だったんだろうという自責の

念に苛まれる反面、過去のすべてを否定できない想いも抱えて生きている。父親としては

息子に対する愛情はとても深いのですが、戦争で傷ついた息子と普通の親子のやり取りは

できない。後悔と自己肯定の狭間にいる人物です。」と答えている。 

そんな誠二と松田が真正面からぶつかり合うのは、松田が書いたある一文について、誠

二が松田に問い正したためだ。本来ならば、かつての校長先生と教え子との、共に戦争を

生き残った者同士の懐かしい再会の場となるべきシーンは、これにより一体どんな対立の

場に？そこにみる石川慶監督の演出も見事だが、若かりし頃は“青春スター”として一世

を風靡した俳優、三浦友和が、本作では老人（世代）代表として（？）素晴らしい演技を

見せつけてくれるので、それに注目！ 

 

 

■□■子役の女優にも注目！このキャラはあの時代なればこそ！■□■ 

私は、戦後すぐにデビューした少女時代の美空ひばりの天才ぶりに惚れ込んでいる。彼

女が少女時代に歌ってヒットした曲はすべて大好きだ。そんな天才少女は米軍キャンプで

ずいぶん可愛がられたようだが、悦子夫婦が住む団地の川向こうの森に、母親の佐知子と2

人で住んでいる娘、万里子（鈴木碧桜）が特殊な環境下で、特殊な性格の娘に育っていっ
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たのは仕方がない。 

1952年の「長崎パート」では、悦子と知り合う中で、佐知子が米兵のフランクとの関係

を自ら包み隠さず話し、近いうちにフランクと共にアメリカに渡る予定だという将来像ま

で打ち明ける仲になっていく姿が描かれる。悦子がそんな佐知子にうどん屋の下働きの仕

事を世話してやったのは親切心からだが、そこで万里子が引き起こした「ある事件」を見

ていると、万里子のような娘を育ててくのがいかに大変かがよくわかる。万里子のような

キャラは、あの時代なればこその特有のものだ。また、佐知子はフランクと共にアメリカ

に行けばすべてがバラ色になるかのような説明をしていたが、それは幻想にすぎないので

は？そんな心配もあったが、アメリカへ発つ日が近づくと、悦子は「女の人に川向こうへ

連れて行かれる」と訴える万里子を連れて、佐和子と共に稲佐山に登ったが、結局それが

生涯忘れられない 1 日になるとは！？もちろん、これは、悦子が娘のニキに乞われるまま

に、「長崎時代の思い出」として語るストーリーの1部だが、悦子の話には、なぜニキの異

父姉であり、自死したという長女景子の話が全然出てこないの・・・？ 

■□■原作者のインタビューにも注目！邦画にしては難解すぎ？■□■ 

ノーベル文学賞といえば、私は『赤い高粱』（86 年）の原作者である中国人作家の莫言

（モー・イエン）氏と2011年に対談したことを昨日のことのようによく記憶している。ノ

ーベル文学賞作家と親しく対談したことは、私の大きな財産になった。しかして、本作の

パンフレットには、原作兼エグゼクティブプロデューサーとして、カズオ・イシグロ氏の

インタビューが収められているので、これは必読！ 

そもそも、1982 年に発表されたカズオ・イシグロ氏のデビュー作品たる本作が、2025

年の今、映画化されたのは一体なぜ？その１つのきっかけが、広島、長崎などの被爆者で

つくる「日本被団協」が2024年のノーベル平和賞を受賞したことにあったことは明らかだ

が、原作が発表された当初、石川慶監督はまだ幼い 5 歳の少年だったそうだから、彼が一

体どんな思いで本作を読み解き、問題意識を育んでいったの？ 

本作は、ノーベル文学賞受賞作品であるにもかかわらず、ニキの求めに応じて語り始め

る悦子の「長崎での物語」は最初から辻褄の合わないことがミエミエで、とこかヘン！と

りわけ、ニキの異父姉である長女景子の自死についての説明が全くない上、ストーリー上

にも景子の姿は全く登場しないから、その点の不透明さは観客にも明らかだ。作家志望の

娘であるニキは、母親の悦子が語る1952年長崎時代の佐知子と万里子母子との一夏の思い

出について、そんな不自然さに気づかないの？気づいたのなら、なぜそれを質問しないの？

原作の読者は、そして本作をスクリーンで鑑賞する観客は、全員そんなイライラ感を募ら

せるはずだ。 

本作は冒頭から 2 つの時代、2 つの舞台を同時並行的に描いていくから、それだけでも

わかりにくい。そして、途中からそんな辻褄の合わないことを強く感じさせるままストー

リーが進んでいくから、ある意味でイライラ感は否定できない。しかし、その「何かがお 
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かしい！」「どこか辻褄が合わない！」とモ

ヤモヤする気持ちは、最後には明確になるので、

それに注目！本作は、ハッキリ言って、近時の

邦画の中では極めて難解。しかし、さすがノー

ベル文学賞受賞作品の映画化！と感心させら

れる重厚さがあるので、4人の女優陣の奮闘と

ともに、その上質性をしっかり味わいたい。 

 

■□■パンフレット収録の3本のコ

ラムも必読！■□■ 

本作のパンフレットに収録されている前記、

カズオ・イシグロ氏のインタビューが必読なら、

同じく収録されている次の3本のコラムも必読

だ。 

① 平野啓一郎氏（小説家）「『時間』はまだ終

わっていない」 

② 三宅香帆氏（文芸評論家）「長崎の記憶と

鎮魂」 

③ ピーター・バラカン氏（ブロードキャスター、音楽評論家）「個人の記憶から、世界を

覗き見るということ」 

これらの文章はそれぞれ難解だから、集中して読まなければ理解できないが、私がそれ

ぞれのコラムの結論部分と考える次の文章はとりわけしっかり味わい、噛み締めたい。 

①                 ②         ③ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

2025（令和7）年10月27日記 

2026年3月4日発売『遠い山なみの光』 

Blu-ray：\6,050（税込）、DVD：\4,950（税込） 
発売・販売元：ギャガ 
©2025 A Pale View of Hills Film Partners 


